
金沢大学人間社会学域 

人文学類・法学類・経済学類・国際学類 

教育職員免許状ハンドブック 

（教職ハンドブック） 

２０１８年度（Ｈ３０年度）入学者用 





１. 履修

　教育職員免許状授与の所要資格を取得しようとする学生は，教育職員免許法及び同施行規則に定める

所要単位を修得しなければなりません。

　取得できる免許状は次表のとおりです。

国語，社会，英語

中国語

社会 公民

社会 公民

国語，社会，英語

２. 修得要件

合計

３. 関係単位の修得要件
（１）共通教育科目

　教育職員免許法施行規則第６６条の６に基づき，共通教育科目から，次のＡ表のとおり単位を修得

しなければなりません。（必修）

Ａ表

修得単位数

日本国憲法 ２ 　※左記に対応して開講されている共通教育科目名及び

体育 ２ 　単位数は，「共通教育科目 履修案内2018(ｐ77～79)」

２ 　で確認し，履修してください。

情報機器の操作 ２

（２）教職に関する科目

Ｂ表　５ページ

　教職に関する科目は，以下のとおり履修してください。

　なお，教職に関する科目は，卒業要件に含まれません。十分注意してください。

　１）原則として，２年終了時までに「教師論」，「教育の理念と歴史」，「発達と学習の心理（障害

　　児の発達と学習を含む）」のうち，２科目４単位以上修得した学生のみが，３年生に開講される

　　「教職に関する科目（教科指導法を除く）」を受講することができます。

　２）中学社会，高校地理歴史，高校公民 の教員免許を取得する場合の教科指導法の履修は，２１ペ

　　ージの履修方法を必ず参照し，間違いのないよう履修してください。

　３）複数の教員免許を取得する場合，「教科指導法」は該当免許の修得単位数にのみ含まれます。

　　　例えば，地理歴史と公民の教員免許を取得する場合，「社会科・地理歴史科教育法」の単位は，

  　公民の免許取得に必要な修得単位数には含まれませんので，注意してください。

　４）道徳教育論は，中学校の免許の修得単位数にのみ含まれます。

　　　高校の免許取得に必要な修得単位数には含まれません。

免許状取得のための履修について

学類　　　　　　　種類 中学校教諭一種免許状 高等学校教諭一種免許状

人文学類
国語，地理歴史，公民，
英語，ドイツ語，フランス語，

法学類

経済学類

国際学類 国語，地理歴史，公民，英語

免許の種類
所要資格 基礎資格

大学における最低修得単位数

教科に関する科目 教職に関する科目 教科又は教職に関する科目

中学校
一種免許状 学士の学位

を有するこ
と

２０ ３１ ８ ５９

高等学校
一種免許状 ２０ ２３ １６ ５９

区　　分

外国語コミュニケーション
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（３）教科に関する科目

Ｃ表　６ページ

Ｄ表　人文学類７ページ～，法学類１４ページ～，経済学類１６ページ，国際学類１７ページ～

　教科に関する科目の時間割等は，開講学類もしくは共通教育の掲示板に掲示されますので，他学類・

共通教育の掲示板も注意して確認してください。

　１）法学類，経済学類，国際学類の科目表（Ｄ表）の網掛け　　　　の授業科目について

　　　科目表（Ｄ表）の開講学類の欄に注意してください。

　　　□法学類（１４ページ，１５ページ）

　　　　・「○社会学」：３年生以降，法学類の専門科目として開講されます。

　　　　・「●●哲学概論Ａ」及び「●●哲学概論Ｂ」：３年生以降，法学類の専門科目として開講さ

           れます。

　　　□経済学類（１６ページ）

　　　　・「地理学概論Ａ」及び「●日本地誌Ａ，Ｂ」：２年生以降，経済学類の専門科目として開講

　         されます。

　　　　・「○政治学」：２年生以降，経済学類の専門科目として開講されます。

　　　□国際学類（１９ページ，２０ページ）

　　　　・「○日本史要説」及び「○東洋史要説」：２年生以降，国際学類の専門科目として開講され

           ます。

　　　　・「○政治学」：２年生以降，国際学類の専門科目として開講されます。

　　　　・「○社会学」：２年生以降，国際学類の専門科目として開講されます。

　　上記の科目は，教員免許を取得する意思を有している学生しか履修できません。開講学期までに

　　「教師論」を修得済み，または「教育の理念と歴史」を履修登録済みであるか確認します。

　　教職のために履修する場合は，２年生以降に，自学類の専門科目の時間割番号で履修登録

　してください。

　　自学類以外の時間割番号で履修登録した場合は，教科に関する科目には含まれません。

　２）人文学類，国際学類の科目表（Ｄ表）の網掛け　　　　の授業科目について

　　　□人文学類（７ページ），□国際学類（１７ページ）　の中学「国語」

　　　　・「○書写書道基礎」は，「人間社会学域（教職科目）」の時間割に掲載されている時間割

番号で履修登録してください。「人間社会学域（教職科目）」の時間割に掲載されて

いる時間割番号以外で履修登録した場合は，教科に関する科目には含まれません。

（４）教科又は教職に関する科目

　取得予定の免許・教科の「教科に関する科目」と「教職に関する科目」で修得した単位のうち，それぞれ

の最低修得単位数を超えて修得した単位が「教科又は教職に関する科目」の単位として充当されます。

　「教職に関する科目」は卒業要件の単位に含まれませんので，「教科に関する科目」で修得することを

推奨します。

４. 免許申請

　免許状の申請は，掲示に注意し，卒業予定年度後期の所定の時期に人間社会系事務部学生課教務係

（以下，教務係）に次の必要書類を提出してください。

　①教育職員免許状授与願　　②履歴書　　③誓約書　　④介護等の体験に関する証明書(中免のみ)

　⑤使用料納入票
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５. 教育実習について
（１）はじめに

　教育実習は，４年次（卒業予定年度）に，協力校（出身校）又は人間社会学域学校教育学類附属高等

学校で行います。

　取得を希望する免許状の種類に関わらず，中学校，高等学校どちらで行ってもよいことになっていま

すが，免許状取得に必要な実習期間は，中学校教諭の免許状を取得する場合は４週間，高等学校教諭の

免許状を取得する場合は２週間の実習期間が必要です。

　例えば，中学校教諭の免許状を希望している場合，高等学校で実習を行ってもよいが，実習期間は４

週間必要となります。

実習期間
４週間
２週間

（２）受講要件
　次表のとおり修得済み又は履修中の学生でなければ教育実習の受講はできません。

　時間割が学類の専門必修科目と重複し，以下の要件を満たせない場合は，速やかに教務係へ申し出て

ください。

単位数
日本国憲法 2 修得済
体育 2 修得済
外国語コミュニケーション 2 修得済
情報機器の操作 2 修得済

単位数
2 修得済

教育の理念と歴史 2 修得済

2 修得済

教育の制度と経営 2 修得済
教育課程論 2 修得済又は履修中
教科教育法 2 修得済又は履修中
特別活動論 2 修得済
道徳教育論 2 修得済又は履修中
教育方法学（機器活用を含む） 2 修得済
生徒の生活と進路の指導論 2 修得済又は履修中
教育相談論（教育・学校心理学） 2 修得済
教職実践演習Ｂ（中・高） 2 履修中
教育実習事前指導Ⅲ 0.5 履修中

介護等体験 ― 体験済又は体験中

（３）履修登録
　教育実習は通年で認定するので，前期（Ｑ１）に履修登録が必要です。

（Ｑ２以降からの履修登録はできません。）

（４）教育実習を履修するにあたっての注意
１）安易な申込及び取消・放棄を絶対にしないこと。

　　各関係方面（協力校・教育委員会・後輩等）に多大な迷惑がかかることになります。

　　やむを得ない理由で欠席，辞退をする場合は，必ず教務係担当者へ相談してください。

　　就職活動やアルバイト・自動車学校等での欠席は認められません。

２）教職に関する掲示板（人間社会第１講義棟１階そだてるーム前）を，必ず確認すること。

　　見落としのため書類の提出が遅れ，受講できなくなることなどがあります。

　　また，教科に関する科目については，人文・法・経済・国際学類・共通教育の掲示板に掲示される

　ので注意してください。

３）調査票記入の際，協力校の学校名・校長名にふりがなを付け，郵便番号も必ず記入してください。

　　出身県市町村，教育委員会の特別な事情及び希望等は，具体的に詳しく記入してください。

４）協力校で教育実習を行う場合，内諾書の記入は協力校（出身校等）の実習内諾を得てからにしてく

　ださい。その際には失礼のないよう丁重に問い合わせてください。

　　受付等の早い学校もあるので注意してください。

　　実習のスケジュール等は，協力校の都合に合わせてください。

　　また，教育委員会への手続が必要か否かを必ず尋ね，必要な場合は手続要項等を入手し，教務係へ

　申し出てください。

５）卒業後に本学開設の教育実習を科目等履修生として受講することはできません。

実習校教職に関する科目名対応免許状
中学・高校いずれも可
中学・高校いずれも可

１）共通教育科目

中学校・高等学校教諭一種
高等学校教諭一種

教育実習Ⅳ

区分 要　　件 備　　考

２）教職に関する科目

授業科目名 要　　件 備　　考
教師論

発達と学習の心理（障害児の
発達と学習を含む）

中学校免許取得希望者のみ

教育実習Ⅴ

３）介護等体験

中学校免許取得希望者のみ
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６. 介護等体験について
　中学校の免許状を取得する要件として「介護等体験」が義務づけられています。
　介護等体験の期間は７日間となっており，特別支援学校及び社会福祉施設その他の施設において行わ
れます。
　ガイダンスに必ず参加してください。日程等の詳細は，掲示でお知らせします。

７. 日程（予定）及び注意事項

１年前期（５月） 　取得を希望する者は必ず出席してください。

２年前期（４月） 　介護等体験ガイダンス 　取得を希望する者は必ず出席してください。

２年前期（６月） 　介護等体験事前指導

２年前期（６月～） 　介護等体験開始

２年後期（１月） 　教育実習ガイダンス 　教育実習へ行く学生は必ず出席してください。

※協力校を訪問し，教育実習 　事前に電話等で連絡の上，訪問してください。

　 の申込時期や方法を確認する 　仮申込みが可能であれば申込みしてください。

　実習期間（４週間または２週間）を伝えて確

認してください。

３年前期（４月） 　附属高校実習申込 　受講者決定のための調整を行うことがあるの

で，常に掲示板を確認してください。

※実習校名報告カードを 　この時に調査票，内諾書の用紙を配付します。

教務係に提出 ９月中に提出できるよう，各自協力校へ申込み

してください。

３年前期（６月） 　附属高校実習決定者発表 　決定者には調査票を配付します。

　漏れた場合は，すぐに協力

校への申込み手続を開始

３年前期（～９月） 　次の書類を教務係へ提出 　期限内に提出がない場合，次年度の教育実習

①教育実習調査票 は受講できません。内諾書を期限内にもらえな

②内諾書（附属高校は不要） い場合は，必ず教務係に状況を説明してください。

４年前期（４月） 　教育実習実施予定表掲示 　各自の欄に訂正箇所がないか確認し，訂正の

場合は申し出てください。

※大学から協力校へ公文書で 　訂正の申し出がない場合，調査票や内諾書の

教育実習依頼 内容に間違いがあっても，そのまま送付される

「教育実習Ⅳ（Ⅴ）」及び 　必ず２科目とも履修登録してください。

「教育実習事前指導Ⅲ」の 教育実習を４週間行う場合はⅣ，２週間行う場

履修登録 合はⅤを登録してください。

※教育実習受講者に，教育実習ノート 　教育実習終了後，教務係へ提出して

を配付 ください。

①教育実習ノート（表紙に校長名を記入）

②教育実習評価表（ノートから切り取って使用）

③出勤簿（ノートから切り取って使用）

　協力校から郵送してもらう場合は，送料を負

担してください。

　附属高校教育実習調査票の提出 　附属高校教育実習予定者のみ提出

４年前期（５月～） ※協力校での教育実習開始 　協力校の規則を順守してください。

４年前期（６月） 　附属高校授業事前参観 　事前に掲示で連絡します。受講予定者は必ず

出席してください。

４年前期（７月頃） 　事前に掲示で連絡します。受講予定者は必ず

出席してください。

４年前期（９月）

４年後期（９月） 　必ず履修登録してください。

４年後期（11月） 　本学で一括して石川県教育委員会へ免許状を

４年後期（１月） 申請します。第１期申込者のみ第２期分の書類

を提出することができます。

　４月１日時点で免許状不要者は，卒業後の

個人申請も可能です。石川県以外の都道府県

教育委員会への申請も可能です。

※前期…Ｑ1，Ｑ2　　後期…Ｑ3，Ｑ4

８. 専修免許状について
　大学院において，所定の単位を修得した場合，専修免許状を申請することができます。
　

９. その他

　連絡事項は随時掲示板に掲示するので，見落とすことなく，手続を行ってください。

注 意 事 項
　教員免許取得のための説明会

　免許状は学位記授与式当日に交付する予定です。

　介護等体験へ行く学生は必ず出席してください。

２年後期（２月～３月）

ので注意してください。

　附属高校実習オリエンテーション

　附属高校教育実習

「教育実習事後指導Ⅲ」の履修登録

　教育職員免許状申請（第１期）

　教育職員免許状申請（第２期）

時　　期 事　　項
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Ｂ表

教職に関する科目

中一種 高一種

・教職の意義及び教員の役割 ※教師論(ｂ)を履修する
・教員の職務内容（研修、服務及
び身分保障等を含む。） ○ ○ １年後期 こと
・進路選択に資する各種の機会の
提供等

教育の理念と歴史 2 ○ ○ ２年前期 ※教育の理念と歴史(ｂ)

教育哲学 2 を履修すること

教育史 2

発達と学習の心理（障害児の発達と学習を含む） 2 ○ ○ ２年後期 ※発達と学習の心理(ｂ)

発達心理学 2
を履修すること

教育の制度と経営 2 ○ ○ ３年前期

教育行政学 2

教育社会学 2

生涯学習論 2
・教育課程の意義及び編成の方法 教育課程論 2 ○ ○ ３年後期

・教科指導法 中等国語科教育法Ａ 2

中等国語科教育法Ｂ 2

国語科教育演習Ｂ 2

中等社会科教育法Ａ 2 中免のみ

中等社会科教育法Ｂ 2 中免のみ

社会科教育演習Ｂ 2 中免のみ

社会科・地理歴史科教育法Ａ 2

社会科・地理歴史科教育法Ｂ 2

社会科・公民科教育法Ａ 2

社会科・公民科教育法Ｂ 2

英語科教育法Ａ 2

英語科教育法Ｂ 2

英語科教育演習Ⅰ 2

英語科教育演習Ⅱ 2

ドイツ語科教育法Ａ 2 高免のみ

ドイツ語科教育法Ｂ 2 高免のみ

フランス語科教育法Ａ 2 高免のみ

フランス語科教育法Ｂ 2 高免のみ

中国語科教育法Ａ 2 高免のみ

中国語科教育法Ｂ 2 高免のみ

・特別活動の指導法 特別活動論 2 ○ ○ ３年前期

・教育の方法及び技術
（情報機器及び教材の
活用を含む。）

教育方法学（機器活用を含む） 2 ○ ○ ３年前期

・道徳の指導法 道徳教育論 2 ○ ３年後期 中免のみ

・生徒指導の理論及び方法

・進路指導の理論及び方法

・教育相談（カウンセリ
ングに関する基礎的な
知識を含む。）の理論
及び方法

教育相談論（教育・学校心理学） 2 ○ ○ ３年後期

教育実習Ⅳ（中・高） 4 ○ ４年前期

教育実習Ⅴ（高） 2 ○ ４年前期

教育実習事前指導Ⅲ 0.5 ○ ○ ４年前期

教育実習事後指導Ⅲ 0.5 ○ ○ ４年後期

教職実践演習Ｂ（中・高） 2 ○ ○ ４年後期

　 31 25

※前期…Ｑ1，Ｑ2　　後期…Ｑ3，Ｑ4 ○印は必修科目を表す。

科目区分
単
位

修得単位数
授業科目

・教育に関する社会的、制
度的又は経営的事項

・幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程（障害のある幼
児、児童及び生徒の心身の発達
及び学習の過程を含む。）

教育の基礎理論
に関する科目

教師論

・教育の理念並びに教
育に関する歴史及び
思想

○
生徒指導、教育
相談及び進路指
導等に関する科
目

a

b

教育課程及び指
導法に関する科
目

教職の意義等に
関する科目

３年後期生徒の生活と進路の指導論 ○

2

備考開講時期

＊　該当教科の
指導法を履修

＊　中免は，各教
科の指導法の科
目より，教育法
Ａ，教育法Bの２
科目４単位選択
必修

＊　高免は，各教
科の指導法の科
目より，教育法
Ａ，教育法Bのど
ちらか１科目２単
位選択必修

高校（公民）
ｂから１科目２単位選択必修

高校（地理歴史）
aから１科目２単位選択必修

2

教職実践演習

中一種は４単位，高一種は２
単位必修

教育実習
事前指導Ⅲ・事後指導Ⅲの組合わせ
で１単位必修

修得単位数
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Ｃ表

教科に関する科目

第　一　欄 第　二　欄 第　三　欄

免許教科 教科に関する科目 最低修得単位数

　国語学（音声言語及び文章表現に関するものを含む。）

　国文学（国文学史を含む。）

　漢文学

　書道（書写を中心とする。）

　日本史及び外国史

　地理学（地誌を含む。）

　「法律学，政治学」

　「社会学，経済学」

　「哲学，倫理学，宗教学」

　英語学

　英米文学

　英語コミュニケーション

　異文化理解

　国語学（音声言語及び文章表現に関するものを含む。）

　国文学（国文学史を含む。）

　漢文学

　日本史

　外国史

　人文地理学及び自然地理学

　地誌

　「法律学（国際法を含む。)，政治学（国際政治を含む。)」

　「社会学，経済学（国際経済を含む。）」

　「哲学，倫理学，宗教学，心理学」

　英語学

　英米文学

　英語コミュニケーション

　異文化理解

　ドイツ語学

　ドイツ文学

　ドイツ語コミュニケーション

　異文化理解

　フランス語学

　フランス文学

　フランス語コミュニケーション

　異文化理解

　中国語

　中国文学

　中国語コミュニケーション

　異文化理解

２０単位

ドイツ語

高

校

英語

フランス語

人文，国際２０単位地理歴史

人文，国際

国語 人文，国際

人文，法，
経済，国際

公民

人文，国際

２０単位

人文

人文

人文

中

学

取得可能学類

２０単位

２０単位

２０単位

２０単位

中国語

人文，国際

２０単位

２０単位

社会

英語

国語

２０単位
人文，法，
経済，国際
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人文学類　中学「国語」，「英語」
Ｄ表

免許
教科

科目区分 授業科目 単位
開講
学類

備考
免許
教科

科目区分 授業科目 単位
開講
学類

備考

● 日本語学概説Ａ 2 人 ●
１

● 英語学概説Ａ 2 人

● 日本語学概説Ｂ 2 人 ● 英語学概説Ｂ 2 人

日本語の歴史１ 1 人 英語学講義Ａ 2 人

日本語の歴史２ 1 人 英文法講義Ａ 2 人

日本語学講義１ 1 人 英語学理論演習Ａ 2 人

日本語学講義２ 1 人 英文法研究Ａ 2 人

言語学概論１ 2 人 英語認知論Ａ 2 人

言語学概論２ 2 人 英語学基礎演習 2 人

音声学１ 1 人 歴史言語学１ 1 人

音声学２ 1 人 歴史言語学２ 1 人

音声学３ 1 人 ● 英米文学史Ａ 2 人

音声学４ 1 人 ● 英米文学史Ｂ 2 人

○ 日本の近代文学 2 人 英米文学特殊講義Ａ 2 人

○ 日本の現代文学 2 人 英米文学特殊講義Ｂ 2 人

○ 古典と古典学 2 人 英語圏文学特殊講義 2 人

文芸思潮講義 1 人 英語圏文学演習Ａ 2 人

古典文学研究法講義 1 人 英語圏文学演習Ｂ１ 1 人

近代文学研究法講義 1 人 英語圏文学演習Ｂ２ 1 人

現代文学研究法講義 1 人 英米文学演習Ａ 2 人

古典文学史講義 1 人 英米文学演習Ｂ１ 1 人

近代文学史講義 1 人 英米文学演習Ｂ２ 1 人

現代文学史講義 1 人 ○ 英語コミュニケーション 2 人

古典文学特殊講義 1 人 ○ 英語プレゼンテーション 2 人

近代文学特殊講義 1 人 英語表現法Ａ１ 1 人

現代文学特殊講義 1 人 英語表現法Ａ２ 1 人

比較古典文学講義 1 人 英語表現法Ｂ１ 1 人

比較近代文学講義 1 人 英語表現法Ｂ２ 1 人

比較現代文学講義 1 人 ● 英語圏広域文化研究 2 人

● 漢文学概説 2 人 ● 北米文化論 2 人

● 漢文学史Ａ 2 人 ● 英米文化研究Ａ 2 人

● 漢文学史Ｂ 2 人 英米文化研究Ｂ１ 1 人

英米文化研究Ｂ２ 1 人

○印の科目は，必修を表します。

注１）「国語」　必修科目８単位，●印から４単位選択必修，

　　その他授業科目から８単位以上選択必修，合計２０単位以上

　　修得すること。

注２）「英語」　必修科目４単位，●印から６単位選択必修，

　　その他授業科目から１０単位以上選択必修，合計２０単位以上

　　修得すること。

○ 書写書道基礎

国語学（音声
言語及び文章
表現に関する
ものを含
む。）

国文学（国文
学史を含
む。）

1
科
目
2
単
位
選
択
必
修

●
１
科
目
２
単
位
選
択
必
修

●１科
目２単
位選択
必修

異文化理解

2
書道（書写を
中心とする。）

漢文学

英

語

中　学　校　教　諭　一　種　免　許

国

語

●１科目
２単位選
択必修

学

英米文学

英語学

●
１
科
目
２
単
位
選
択
必
修

英語コミュニ
ケーション
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人文学類　高校「国語」，「英語」

免許
教科

科目区分 授業科目 単位
開講
学類

備考
免許
教科

科目区分 授業科目 単位
開講
学類

備考

● 日本語学概説Ａ 2 人 ●
１

● 英語学概説Ａ 2 人

● 日本語学概説Ｂ 2 人 ● 英語学概説Ｂ 2 人

日本語の歴史１ 1 人 英語学講義Ａ 2 人

日本語の歴史２ 1 人 英文法講義Ａ 2 人

日本語学講義１ 1 人 英語学理論演習Ａ 2 人

日本語学講義２ 1 人 英文法研究Ａ 2 人

言語学概論１ 2 人 英語認知論Ａ 2 人

言語学概論２ 2 人 英語学基礎演習 2 人

音声学１ 1 人 歴史言語学１ 1 人

音声学２ 1 人 歴史言語学２ 1 人

音声学３ 1 人 ● 英米文学史Ａ 2 人

音声学４ 1 人 ● 英米文学史Ｂ 2 人

○ 日本の近代文学 2 人 英米文学特殊講義Ａ 2 人

○ 日本の現代文学 2 人 英米文学特殊講義Ｂ 2 人

○ 古典と古典学 2 人 英語圏文学特殊講義 2 人

文芸思潮講義 1 人 英語圏文学演習Ａ 2 人

古典文学研究法講義 1 人 英語圏文学演習Ｂ１ 1 人

近代文学研究法講義 1 人 英語圏文学演習Ｂ２ 1 人

現代文学研究法講義 1 人 英米文学演習Ａ 2 人

古典文学史講義 1 人 英米文学演習Ｂ１ 1 人

近代文学史講義 1 人 英米文学演習Ｂ２ 1 人

現代文学史講義 1 人 ○ 英語コミュニケーション 2 人

古典文学特殊講義 1 人 ○ 英語プレゼンテーション 2 人

近代文学特殊講義 1 人 英語表現法Ａ１ 1 人

現代文学特殊講義 1 人 英語表現法Ａ２ 1 人

比較古典文学講義 1 人 英語表現法Ｂ１ 1 人

比較近代文学講義 1 人 英語表現法Ｂ２ 1 人

比較現代文学講義 1 人 ● 英語圏広域文化研究 2 人

● 漢文学概説 2 人 ● 北米文化論 2 人

● 漢文学史Ａ 2 人 ● 英米文化研究Ａ 2 人

● 漢文学史Ｂ 2 人 英米文化研究Ｂ１ 1 人

英米文化研究Ｂ２ 1 人

○印の科目は，必修を表します。

注１）「国語」　必修科目６単位，●印から４単位選択必修，

　　その他授業科目から１０単位以上選択必修，合計２０単位以上

　　修得すること。

注２）「英語」　必修科目４単位，●印から６単位選択必修，

　　その他授業科目から１０単位以上選択必修，合計２０単位以上

　　修得すること。

国語学（音声
言語及び文章
表現に関する
ものを含
む。）

国文学（国文
学史を含
む。）

●１科目
２単位選
択必修

1
科
目
2
単
位
選
択
必
修

英米文学

●
１
科
目
２
単
位
選
択
必
修

英語コミュニ
ケーション

異文化理解

●１科
目２単
位選択
必修

高　等　学　校　教　諭　一　種　免　許

国
　
　
　
　
　
　
　
語

英

語

英語学

●
１
科
目
２
単
位
選
択
必
修

漢文学
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人文学類　高校「ドイツ語」，「フランス語」，「中国語」

免許
教科

科目区分 授業科目 単位
開講
学類

備考
免許
教科

科目区分 授業科目 単位
開講
学類

備考

○ ドイツ語学概説Ａ 2 人 現代中国時事文Ａ１ 1 人

○ ドイツ語学概説Ｂ 2 人 現代中国時事文Ａ２ 1 人

ドイツ語学講義Ａ１ 1 人 現代中国時事文Ｂ１ 1 人

ドイツ語学講義Ａ２ 1 人 現代中国時事文Ｂ２ 1 人

ドイツ語学講義Ｂ１ 1 人 中国語文献読解基礎Ａ１ 1 人

ドイツ語学講義Ｂ２ 1 人 中国語文献読解基礎Ａ２ 1 人

ドイツ語学講義Ｃ１ 1 人 中国語文献読解基礎Ｂ１ 1 人

ドイツ語学講義Ｃ２ 1 人 中国語文献読解基礎Ｂ２ 1 人

○ ドイツ文学史Ａ 2 人 ○ 中国の文化と社会Ｃ１ 1 人

○ ドイツ文学史Ｂ 2 人 ○ 中国の文化と社会Ｃ２ 1 人

ドイツ文学講義Ａ１ 1 人 ●

ドイツ文学講義Ａ２ 1 人

ドイツ文学講義Ｂ１ 1 人

ドイツ文学講義Ｂ２ 1 人

ドイツ文学講義Ｃ１ 1 人 ● フランス文学史Ａ 2 人 ●

ドイツ文学講義Ｃ２ 1 人 ● フランス文学史Ｂ 2 人

ドイツ文学講義Ｄ１ 1 人 フランス文学特殊講義Ａ１ 1 人

ドイツ文学講義Ｄ２ 1 人 フランス文学特殊講義Ａ２ 1 人

ドイツ文学講義Ｅ１ 1 人 フランス文学特殊講義Ｂ１ 1 人

ドイツ文学講義Ｅ２ 1 人 フランス文学特殊講義Ｂ２ 1 人

○ ドイツ語コミュニケーションⅠ１ 1 人 ● フランス語コミュニケーションⅠＡ１ 1 人

○ ドイツ語コミュニケーションⅠ２ 1 人 ● フランス語コミュニケーションⅠＡ２ 1 人

○ ドイツ語コミュニケーションⅡＡ１ 1 人 ● フランス語コミュニケーションⅠＢ１ 1 人

○ ドイツ語コミュニケーションⅡＡ２ 1 人 ● フランス語コミュニケーションⅠＢ２ 1 人

ドイツ語コミュニケーションⅡＢ１ 1 人 ● フランス語コミュニケーションⅡＡ１ 1 人

ドイツ語コミュニケーションⅡＢ２ 1 人 ● フランス語コミュニケーションⅡＡ２ 1 人

ドイツ語コミュニケーションⅢＡ１ 1 人 ● フランス語コミュニケーションⅡＢ１ 1 人

ドイツ語コミュニケーションⅢＡ２ 1 人 ● フランス語コミュニケーションⅡＢ２ 1 人

ドイツ語コミュニケーションⅢＢ１ 1 人 フランス語コミュニケーションⅢＡ１ 1 人

ドイツ語コミュニケーションⅢＢ２ 1 人 フランス語コミュニケーションⅢＡ２ 1 人

ドイツ語コミュニケーションⅣ１ 1 人 フランス語コミュニケーションⅢＢ１ 1 人

ドイツ語コミュニケーションⅣ２ 1 人 フランス語コミュニケーションⅢＢ２ 1 人

● ヨーロッパ社会特論Ａ１ 1 国 フランス語コミュニケーションⅣＡ１ 1 人

● ヨーロッパ社会特論Ａ２ 1 国 フランス語コミュニケーションⅣＡ２ 1 人

● ヨーロッパ社会特論Ｂ１ 1 国 フランス語コミュニケーションⅣＢ１ 1 人

● ヨーロッパ社会特論Ｂ２ 1 国 フランス語コミュニケーションⅣＢ２ 1 人

○ 中国語学概説Ａ 2 人 ● フランス語圏概論Ａ１ 1 人 ●

○ 中国語学概説Ｂ 2 人 ● フランス語圏概論Ａ２ 1 人

中国語学研究 2 人 ● フランス語圏概論Ｂ１ 1 人

中国語学演習Ａ 2 人 ● フランス語圏概論Ｂ２ 1 人

中国語学演習Ｂ 2 人 ● フランス語圏研究Ａ１ 1 人

○ 中国文学史Ａ 2 人 ● フランス語圏研究Ａ２ 1 人

○ 中国文学史Ｂ 2 人 ● フランス語圏研究Ｂ１ 1 人

中国文学研究Ａ 2 人 ● フランス語圏研究Ｂ２ 1 人

中国文学研究Ｂ 2 人

中国文学演習Ａ 2 人 ○印の科目は，必修を表します。

中国文学演習Ｂ 2 人

○ 中国語コミュニケーションＡ１ 1 人 注１）「ドイツ語」　必修科目１２単位，●から２単位選択必修，

○ 中国語コミュニケーションＡ２ 1 人 　　その他授業科目から６単位以上選択必修，合計２０単位以上

中国語コミュニケーションＢ１ 1 人 　　修得すること。

中国語コミュニケーションＢ２ 1 人

中国語コミュニケーションＣ１ 1 人 注２）「中国語」　必修科目１２単位

中国語コミュニケーションＣ２ 1 人 　　その他授業科目から８単位以上選択必修，合計２０単位以上

中国語コミュニケーションＤ１ 1 人 　　修得すること。

中国語コミュニケーションＤ２ 1 人

中国語表現法Ａ１ 1 人 注３）「フランス語」　●から８単位以上選択必修，その他授業

中国語表現法Ａ２ 1 人 　　科目から１２単位以上選択必修，合計２０単位以上修得する

中国語表現法Ｂ１ 1 人 　　こと。

中国語表現法Ｂ２ 1 人

中国語コミュ
ニケーション

高　等　学　校　教　諭　一　種　免　許

ド

イ

ツ

語

ドイツ語学

ドイツ文学

中国文学

フランス文学

ドイツ語
コミュニケー
ション

異文化理解

中国語学

フランス語学

●2科目２
単位選択
必修

異文化理解

１科目２
単位選択
必修

● フランス語学概説Ａ 2 人

● フランス語学概説Ｂ 2 人

中

国

語

フ
　
ラ
　
ン
　
ス
　
語

中
国
語

フランス語コ
ミュニケー
ション

●
２
科
目
２
単
位
選
択
必
修

中国語コミュ
ニケーション

１科目２
単位選択
必修

２科目２
単位選択
必修

異文化理解
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人文学類　中学「社会」

免許
教科

科目区分 授業科目 単位
開講
学類

備考
免許
教科

科目区分 授業科目 単位
開講
学類

備考

○ 日本史要説 2 共 中国明清時代史特殊講義 2 人

日本古代中世史概説Ａ１ 1 人 東アジア政治制度史特殊講義 2 人

日本古代中世史概説Ａ２ 1 人 東アジア社会経済史特殊講義 2 人

日本古代中世史概説Ｂ１ 1 人 中国秦漢時代史演習Ａ１ 1 人

日本古代中世史概説Ｂ２ 1 人 中国秦漢時代史演習Ａ２ 1 人

日本近世近代史概説Ａ１ 1 人 中国唐宋時代史演習Ａ１ 1 人

日本近世近代史概説Ａ２ 1 人 中国唐宋時代史演習Ａ２ 1 人

日本近世近代史概説Ｂ１ 1 人 中国明清時代史演習Ａ１ 1 人

日本近世近代史概説Ｂ２ 1 人 中国明清時代史演習Ａ２ 1 人

日本古代史特殊講義Ａ 1 人 東アジア政治制度史演習Ａ１ 1 人

日本古代史特殊講義Ｂ 1 人 東アジア政治制度史演習Ａ２ 1 人

奈良平安時代史特殊講義Ａ 1 人 東アジア社会経済史演習Ａ１ 1 人

奈良平安時代史特殊講義Ｂ 1 人 東アジア社会経済史演習Ａ２ 1 人

日本中世地域史特殊講義Ａ 1 人 地中海世界史概説Ａ 1 人

日本中世地域史特殊講義Ｂ 1 人 地中海世界史概説Ｂ 1 人

日本中世寺院史特殊講義Ａ 1 人 ○ 西洋中世史概説Ａ 1 人

日本中世寺院史特殊講義Ｂ 1 人 ○ 西洋中世史概説Ｂ 1 人

日本近世政治史特殊講義Ａ 1 人 ○ 西洋近代史概説Ａ 1 人

日本近世政治史特殊講義Ｂ 1 人 ○ 西洋近代史概説Ｂ 1 人

日本近世社会史特殊講義Ａ 1 人 地中海世界政治史特殊講義Ａ 1 人

日本近世社会史特殊講義Ｂ 1 人 地中海世界政治史特殊講義Ｂ 1 人

日本近代都市史特殊講義Ａ 1 人 地中海世界社会史特殊講義Ａ 1 人

日本近代都市史特殊講義Ｂ 1 人 地中海世界社会史特殊講義Ｂ 1 人

日本現代都市史特殊講義Ａ 1 人 地中海世界国際関係史特殊講義Ａ 1 人

日本現代都市史特殊講義Ｂ 1 人 地中海世界国際関係史特殊講義Ｂ 1 人

日本古代政治史演習Ａ 2 人 西洋中世都市史特殊講義Ａ 1 人

日本古代政治史演習Ｂ 2 人 西洋中世都市史特殊講義Ｂ 1 人

日本古代史料演習Ａ 2 人 西洋中世国制史特殊講義Ａ 1 人

日本古代史料演習Ｂ 2 人 西洋中世国制史特殊講義Ｂ 1 人

奈良平安時代史演習Ａ 2 人 西洋中世社会史特殊講義Ａ 1 人

奈良平安時代史演習Ｂ 2 人 西洋中世社会史特殊講義Ｂ 1 人

日本中世地域史演習Ａ 2 人 西洋近代国際関係史特殊講義Ａ 1 人

日本中世地域史演習Ｂ 2 人 西洋近代国際関係史特殊講義Ｂ 1 人

日本中世寺院史演習Ａ 2 人 西洋近代政治文化史特殊講義Ａ 1 人

日本中世寺院史演習Ｂ 2 人 西洋近代政治文化史特殊講義Ｂ 1 人

室町戦国時代史演習Ａ 2 人 西洋近代文化表象史特殊講義Ａ 1 人

室町戦国時代史演習Ｂ 2 人 西洋近代文化表象史特殊講義Ｂ 1 人

日本近世前期史演習Ａ 2 人 地中海世界政治史演習Ａ 1 人

日本近世前期史演習Ｂ 2 人 地中海世界政治史演習Ｂ 1 人

日本近世中期史演習Ａ 2 人 地中海世界社会史演習Ａ 1 人

日本近世中期史演習Ｂ 2 人 地中海世界社会史演習Ｂ 1 人

日本近世後期史演習Ａ 2 人 地中海世界国際関係史演習Ａ 1 人

日本近世後期史演習Ｂ 2 人 地中海世界国際関係史演習Ｂ 1 人

日本近代史演習Ａ 2 人 西洋中世都市史演習Ａ 1 人

日本近代史演習Ｂ 2 人 西洋中世都市史演習Ｂ 1 人

日本現代史演習Ａ 2 人 西洋中世国制史演習Ａ 1 人

日本現代史演習Ｂ 2 人 西洋中世国制史演習Ｂ 1 人

日本近現代史演習Ａ 2 人 西洋中世社会史演習Ａ 1 人

日本近現代史演習Ｂ 2 人 西洋中世社会史演習Ｂ 1 人

○ 東洋史要説 2 共 西洋近代国際関係史演習Ａ 1 人

中国史概説１ 1 人 西洋近代国際関係史演習Ｂ 1 人

中国史概説２ 1 人 西洋近代政治文化史演習Ａ 1 人

東アジア史概説Ａ１ 1 人 西洋近代政治文化史演習Ｂ 1 人

東アジア史概説Ａ２ 1 人 西洋近代文化表象史演習Ａ 1 人

東アジア史概説Ｂ１ 1 人 西洋近代文化表象史演習Ｂ 1 人

東アジア史概説Ｂ２ 1 人 考古学概説Ａ 1 人

中国秦漢時代史特殊講義 2 人 考古学概説Ｂ 1 人

中国唐宋時代史特殊講義 2 人 ○印の科目は，必修を表します。

次ページに続く

中　学　校　教　諭　一　種　免　許

日本史及び外
国史

社

会

社

会

日本史及び外
国史
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人文学類　中学「社会」

免許
教科

科目区分 授業科目 単位
開講
学類

備考

地理学概論Ａ 2 人

○ 地理学概論Ｂ 2 人

○ 自然地理学概説Ａ 2 人

自然地理学概説Ｂ 2 人

● 日本地誌Ａ 2 人

● 日本地誌Ｂ 2 人

●● 世界地誌Ａ 2 人

●● 世界地誌Ｂ 2 人

人文地理学特殊講義１ 1 人

人文地理学特殊講義２ 1 人

地誌学特殊講義１ 1 人

地誌学特殊講義２ 1 人

自然地理学特殊講義１ 1 人

自然地理学特殊講義２ 1 人

憲法第一部 4  法

憲法第二部 4 法

国際法第一部 4 法

民法第一部 4 法

商法総則・商行為法 4 法

労使関係法 2 法

○ 政治学 2 法

○ 社会学概論Ａ 2 人

社会情報学 2 人

経験社会学１ 1 人

経験社会学２ 1 人

理論社会学演習Ａ 2 人

社会情報学演習Ａ 2 人

● 哲学概論Ａ 2 人

● 哲学概論Ｂ 2 人

人間学概説Ａ 2 人

西洋古代中世思想史Ａ 2 人

西洋古代中世思想史Ｂ 2 人

西洋近世思想史Ａ 2 人

西洋近世思想史Ｂ 2 人

西洋倫理思想史Ａ 2 人

西洋倫理思想史Ｂ 2 人

応用倫理学 2 人

人間学基礎講義Ａ 1 人

人間学基礎講義Ｂ 1 人

比較文化学概説Ａ 1 人

比較文化学概説Ｂ 1 人

文化人類学概説Ａ 1 人

文化人類学概説Ｂ 1 人

比較文化論 1 人

仏教文化論 1 人

南アジア文化論 1 人

日本の思想と宗教 1 人

比較民族誌 1 人

○印の科目は，必修を表します。

注１）「社会」　必修科目１６単位，●から４単位以上選択必修，

　　　●●から２単位以上選択必修，合計２２単位以上修得すること。

中　学　校　教　諭　一　種　免　許

「社会学、経
済学」

●
１
科
目
２
単
位
選
択
必
修

●，
●●か
らそれ
ぞれ１
科目２
単位選
択必修

「哲学、倫理
学、宗教学」

「法律学、政
治学」

地理学(地誌
を含む。)

社

会
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人文学類　高校「地理歴史」

免許
教科

科目区分 授業科目 単位
開講
学類

備考
免許
教科

科目区分 授業科目 単位
開講
学類

備考

○ 日本史要説 2 共 中国明清時代史特殊講義 2 人

日本古代中世史概説Ａ１ 1 人 東アジア政治制度史特殊講義 2 人

日本古代中世史概説Ａ２ 1 人 東アジア社会経済史特殊講義 2 人

日本古代中世史概説Ｂ１ 1 人 中国秦漢時代史演習Ａ１ 1 人

日本古代中世史概説Ｂ２ 1 人 中国秦漢時代史演習Ａ２ 1 人

日本近世近代史概説Ａ１ 1 人 中国唐宋時代史演習Ａ１ 1 人

日本近世近代史概説Ａ２ 1 人 中国唐宋時代史演習Ａ２ 1 人

日本近世近代史概説Ｂ１ 1 人 中国明清時代史演習Ａ１ 1 人

日本近世近代史概説Ｂ２ 1 人 中国明清時代史演習Ａ２ 1 人

日本古代史特殊講義Ａ 1 人 東アジア政治制度史演習Ａ１ 1 人

日本古代史特殊講義Ｂ 1 人 東アジア政治制度史演習Ａ２ 1 人

奈良平安時代史特殊講義Ａ 1 人 東アジア社会経済史演習Ａ１ 1 人

奈良平安時代史特殊講義Ｂ 1 人 東アジア社会経済史演習Ａ２ 1 人

日本中世地域史特殊講義Ａ 1 人 地中海世界史概説Ａ 1 人

日本中世地域史特殊講義Ｂ 1 人 地中海世界史概説Ｂ 1 人

日本中世寺院史特殊講義Ａ 1 人 ○ 西洋中世史概説Ａ 1 人

日本中世寺院史特殊講義Ｂ 1 人 ○ 西洋中世史概説Ｂ 1 人

日本近世政治史特殊講義Ａ 1 人 ○ 西洋近代史概説Ａ 1 人

日本近世政治史特殊講義Ｂ 1 人 ○ 西洋近代史概説Ｂ 1 人

日本近世社会史特殊講義Ａ 1 人 地中海世界政治史特殊講義Ａ 1 人

日本近世社会史特殊講義Ｂ 1 人 地中海世界政治史特殊講義Ｂ 1 人

日本近代都市史特殊講義Ａ 1 人 地中海世界社会史特殊講義Ａ 1 人

日本近代都市史特殊講義Ｂ 1 人 地中海世界社会史特殊講義Ｂ 1 人

日本現代都市史特殊講義Ａ 1 人 地中海世界国際関係史特殊講義Ａ 1 人

日本現代都市史特殊講義Ｂ 1 人 地中海世界国際関係史特殊講義Ｂ 1 人

日本古代政治史演習Ａ 2 人 西洋中世都市史特殊講義Ａ 1 人

日本古代政治史演習Ｂ 2 人 西洋中世都市史特殊講義Ｂ 1 人

日本古代史料演習Ａ 2 人 西洋中世国制史特殊講義Ａ 1 人

日本古代史料演習Ｂ 2 人 西洋中世国制史特殊講義Ｂ 1 人

奈良平安時代史演習Ａ 2 人 西洋中世社会史特殊講義Ａ 1 人

奈良平安時代史演習Ｂ 2 人 西洋中世社会史特殊講義Ｂ 1 人

日本中世地域史演習Ａ 2 人 西洋近代国際関係史特殊講義Ａ 1 人

日本中世地域史演習Ｂ 2 人 西洋近代国際関係史特殊講義Ｂ 1 人

日本中世寺院史演習Ａ 2 人 西洋近代政治文化史特殊講義Ａ 1 人

日本中世寺院史演習Ｂ 2 人 西洋近代政治文化史特殊講義Ｂ 1 人

室町戦国時代史演習Ａ 2 人 西洋近代文化表象史特殊講義Ａ 1 人

室町戦国時代史演習Ｂ 2 人 西洋近代文化表象史特殊講義Ｂ 1 人

日本近世前期史演習Ａ 2 人 地中海世界政治史演習Ａ 1 人

日本近世前期史演習Ｂ 2 人 地中海世界政治史演習Ｂ 1 人

日本近世中期史演習Ａ 2 人 地中海世界社会史演習Ａ 1 人

日本近世中期史演習Ｂ 2 人 地中海世界社会史演習Ｂ 1 人

日本近世後期史演習Ａ 2 人 地中海世界国際関係史演習Ａ 1 人

日本近世後期史演習Ｂ 2 人 地中海世界国際関係史演習Ｂ 1 人

日本近代史演習Ａ 2 人 西洋中世都市史演習Ａ 1 人

日本近代史演習Ｂ 2 人 西洋中世都市史演習Ｂ 1 人

日本現代史演習Ａ 2 人 西洋中世国制史演習Ａ 1 人

日本現代史演習Ｂ 2 人 西洋中世国制史演習Ｂ 1 人

日本近現代史演習Ａ 2 人 西洋中世社会史演習Ａ 1 人

日本近現代史演習Ｂ 2 人 西洋中世社会史演習Ｂ 1 人

○ 東洋史要説 2 共 西洋近代国際関係史演習Ａ 1 人

中国史概説１ 1 人 西洋近代国際関係史演習Ｂ 1 人

中国史概説２ 1 人 西洋近代政治文化史演習Ａ 1 人

東アジア史概説Ａ１ 1 人 西洋近代政治文化史演習Ｂ 1 人

東アジア史概説Ａ２ 1 人 西洋近代文化表象史演習Ａ 1 人

東アジア史概説Ｂ１ 1 人 西洋近代文化表象史演習Ｂ 1 人

東アジア史概説Ｂ２ 1 人 考古学概説Ａ 1 人

中国秦漢時代史特殊講義 2 人 考古学概説Ｂ 1 人

中国唐宋時代史特殊講義 2 人 ○印の科目は，必修を表します。

次ページに続く

高　等　学　校　教　諭　一　種　免　許

外国史

地
理
歴
史

地
理
歴
史

日本史

外国史
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人文学類　高校「地理歴史」，「公民」

免許
教科

科目区分 授業科目 単位
開講
学類

備考
免許
教科

科目区分 授業科目 単位
開講
学類

備考

地理学概論Ａ 2 人 憲法第一部 4  法

○ 地理学概論Ｂ 2 人 憲法第二部 4 法

○ 自然地理学概説Ａ 2 人 国際法第一部 4 法

自然地理学概説Ｂ 2 人 民法第一部 4 法

人文地理学特殊講義１ 1 人 商法総則・商行為法 4 法

人文地理学特殊講義２ 1 人 労使関係法 2 法

自然地理学特殊講義１ 1 人 ○ 政治学 2 法

自然地理学特殊講義２ 1 人 ○ 社会学概論Ａ 2 人

● 日本地誌Ａ 2 人 社会情報学 2 人

● 日本地誌Ｂ 2 人 経験社会学１ 1 人

●● 世界地誌Ａ 2 人 経験社会学２ 1 人

●● 世界地誌Ｂ 2 人 理論社会学演習Ａ 2 人

地誌学特殊講義１ 1 人 社会情報学演習Ａ 2 人

地誌学特殊講義２ 1 人 ● 哲学概論Ａ 2 人

● 哲学概論Ｂ 2 人

人間学概説Ａ 2 人

西洋古代中世思想史Ａ 2 人

西洋古代中世思想史Ｂ 2 人

西洋近世思想史Ａ 2 人

西洋近世思想史Ｂ 2 人

西洋倫理思想史Ａ 2 人

西洋倫理思想史Ｂ 2 人

応用倫理学 2 人

人間学基礎講義Ａ 1 人

人間学基礎講義Ｂ 1 人

比較文化学概説Ａ 1 人

比較文化学概説Ｂ 1 人

文化人類学概説Ａ 1 人

文化人類学概説Ｂ 1 人

比較文化論 1 人

仏教文化論 1 人

南アジア文化論 1 人

日本の思想と宗教 1 人

比較民族誌 1 人

○印の科目は，必修を表します。

注１）「地理歴史」　必修科目１２単位，●から２単位以上

　　　選択必修，●●から２単位以上選択必修，その他授業

　　　科目から４単位以上選択必修，合計２０単位以上

　　　修得すること。

注２）「公民」　必修科目４単位，●から２単位以上選択必修，

　　　その他授業科目から１４単位以上選択必修，合計２０単位

　　　以上修得すること。

人文地理学及
び自然地理学

地

理

歴

史

高　等　学　校　教　諭　一　種　免　許

地誌

●，
●●か
らそれ
ぞれ１
科目２
単位選
択必修

「法律学(国
際法を含
む。)、政治
学(国際政治
を含む。)」

「社会学、経
済学(国際経
済を含
む。)」

公
民

「哲学、倫理
学、宗教学、
心理学」

●
１
科
目
２
単
位
選
択
必
修
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法学類　中学「社会」

免許
教科

科目区分 授業科目 単位
開講
学類

備考
免許
教科

科目区分 授業科目 単位
開講
学類

備考

○ 日本史要説 2 共 ○ 法学概論 2 法

日本史概説１ 1 国 ○ 政治学 2 法

日本史概説２ 1 国 ● 法理学 4 法

日本古代中世史概説Ａ１ 1 人 ● 憲法第一部 4 法

日本古代中世史概説Ａ２ 1 人 憲法第二部 4 法

日本古代中世史概説Ｂ１ 1 人 ● 行政法第一部 4 法

日本古代中世史概説Ｂ２ 1 人 行政法第二部 4 法

日本近世近代史概説Ａ１ 1 人 地方自治法 2 法

日本近世近代史概説Ａ２ 1 人 税財政法 4 法

日本近世近代史概説Ｂ１ 1 人 ● 国際法第一部 4 法

日本近世近代史概説Ｂ２ 1 人 国際法第二部 4 法

日本法制史 4 法 ● 刑法第一部 4 法

中国史概説１ 1 人 刑法第二部 4 法

中国史概説２ 1 人 刑事訴訟法 4 法

○ 東洋史要説 2 共 ● 公共政策論 4 法

東アジア史概説Ａ１ 1 人 ● 政治思想史 4 法

東アジア史概説Ａ２ 1 人 行政学Ａ 2 法

東アジア史概説Ｂ１ 1 人 ● 民法第一部 4 法

東アジア史概説Ｂ２ 1 人 ● 民法第二部 4 法

地中海世界史概説Ａ 1 人 民法第三部 4 法

地中海世界史概説Ｂ 1 人 民法第四部 4 法

○ 西洋中世史概説Ａ 1 人 家族法 2 法

○ 西洋中世史概説Ｂ 1 人 ● 商法総則・商行為法 4 法

○ 西洋近代史概説Ａ 1 人 会社法第一部 4 法

○ 西洋近代史概説Ｂ 1 人 会社法第二部 4 法

西洋法制史 4 法 手形法・小切手法 2 法

東洋法制史 4 法 経済法 4 法

○ 地理学概論Ａ 2 人 国際経済法 2 法

○ 地理学概論Ｂ 2 人 知的財産法 4 法

○ 自然地理学概説Ａ 2 人 民事訴訟法 4 法

○ 自然地理学概説Ｂ 2 人 民事執行・保全法 2 法

●●● 日本地誌Ａ 2 人 倒産法 2 法

●●● 日本地誌Ｂ 2 人 労使関係法 2 法

●● 世界地誌Ａ 2 人 雇用関係法 4 法

●● 世界地誌Ｂ 2 人 社会保障法 4 法

国際私法 4 法

国際取引法 4 法

外国法 4 法

法思想史 2 法

政策過程論 4 法

政治社会学 4 法

計量分析 2 法

政治学各論Ａ 2 法

政治学各論Ｂ 2 法

「社会学、経済学」 ○ 社会学 2 法

環境政策論Ⅰ 1 法

環境政策論Ⅱ 1 法

2 法

2 法

○印の科目は，必修を表します。

注１）　必修科目２２単位，●から１科目選択必修，●●●から１科目２単位選択必修，

　　　　●●は「地理学（地誌を含む。）」から１科目２単位選択必修及び「哲学、倫理学、宗教学」から１科目２単位選択必修，

　合計３２単位以上修得すること。

●●●，
●●から
それぞれ
１科目２
単位選択

必修

●
１
科
目
選
択
必
修

中　学　校　教　諭　一　種　免　許

●●哲学概論Ａ

●●哲学概論Ｂ

社

会

「哲学、倫理
学、宗教学」

社

会

「法律学、政
治学」

日本史及び外
国史

●●１科
目２単位
選択必修

地理学（地誌
を含む。）
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法学類　高校「公民」

免許
教科

科目区分 授業科目 単位
開講
学類

備考
免許
教科

科目区分 授業科目 単位
開講
学類

備考

○ 法学概論 2 法

○ 政治学 2 法

● 法理学 4 法 環境政策論Ⅰ 1 法

● 憲法第一部 4 法 環境政策論Ⅱ 1 法

憲法第二部 4 法 2 法

● 行政法第一部 4 法 2 法

行政法第二部 4 法

地方自治法 2 法

税財政法 4 法

● 国際法第一部 4 法

国際法第二部 4 法

● 刑法第一部 4 法

刑法第二部 4 法

刑事訴訟法 4 法

● 公共政策論 4 法

● 政治思想史 4 法

行政学Ａ 2 法

● 民法第一部 4 法

● 民法第二部 4 法

民法第三部 4 法

民法第四部 4 法

家族法 2 法

● 商法総則・商行為法 4 法

会社法第一部 4 法

会社法第二部 4 法

手形法・小切手法 2 法

経済法 4 法

国際経済法 2 法

知的財産法 4 法

民事訴訟法 4 法

民事執行・保全法 2 法

倒産法 2 法

労使関係法 2 法

雇用関係法 4 法

社会保障法 4 法

国際私法 4 法

国際取引法 4 法

外国法 4 法

法思想史 2 法

● 政策過程論 4 法

● 政治社会学 4 法

計量分析 2 法

政治学各論Ａ 2 法

政治学各論Ｂ 2 法

●●哲学概論Ａ

●●哲学概論Ｂ

○ 社会学 2 法

 注１）　必修科目６単位，●から３科目選択必修，●●から
１科目２単位選択必修，合計２０単位以上修得すること。

「社会学、経済学
（国際経済を含
む。）」

公
　
　
民

「哲学、倫理
学、宗教学、心
理学」

高等学校教諭一種免許

 ○印の科目は，必修を表します。

公
　
　
民

「法律学（国
際法を含
む。）、政治
学（国際政治
を含む。）」

●
３
科
目
選
択
必
修

●●から
１科目２
単位選択
必修
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経済学類　中学「社会」
　　　　　　　高校「公民」

免許
教科

科目区分 授業科目 単位
開講
学類

備考
免許
教科

科目区分 授業科目 単位
開講
学類

備考

〇 日本史要説 2 共

日本古代中世史概説Ａ1 1 人

日本古代中世史概説Ａ2 1 人 ○ ミクロ経済学Ⅰ 2 経

日本古代中世史概説Ｂ1 1 人 ○ マクロ経済学Ⅰ 2 経

日本古代中世史概説Ｂ2 1 人 ● 基礎統計学 2 経

日本近世近代史概説Ａ1 1 人 ● 証券市場論 2 経

日本近世近代史概説Ａ2 1 人 ● 財政学 2 経

日本近世近代史概説Ｂ1 1 人 ● 地方財政論 2 経

日本近世近代史概説Ｂ2 1 人 ● 比較地域経済論 2 経

日本経済史 2 経 ● 消費生活経済論 2 経

日本経済論 2 経 ● 経営学概論 2 経

地中海世界史概説Ａ 1 人 ● 生産システム論 2 経

地中海世界史概説Ｂ 1 人 ● コーポレートファイナンス 2 経

〇 西洋中世史概説Ａ 1 人 ● 簿記会計論 2 経

〇 西洋中世史概説Ｂ 1 人 ● 財務会計論 2 経

〇 西洋近代史概説Ａ 1 人 ● 情報科学概論 2 経

〇 西洋近代史概説Ｂ 1 人 ● マーケティング論 2 経

東アジア史概説Ａ1 1 人 ●● 世界経済論 2 経

東アジア史概説Ａ2 1 人 ●● 国際政治経済論 2 経

東アジア史概説Ｂ1 1 人 ●● 国際金融論 2 経

東アジア史概説Ｂ2 1 人 ●●● 哲学概論Ａ 2 人

〇 東洋史要説 2 共 ●●● 哲学概論Ｂ 2 人

地理学概論Ａ 2 経

● 日本地誌Ａ 2 経 ○印の科目は，必修を表します。

● 日本地誌Ｂ 2 経

「法律学、政治学」 ○ 政治学 2 経 注１）　「社会」　必修科目１４単位，●から１科目選択必修，

○ ミクロ経済学Ⅰ 2 経 　　　　●●から１科目２単位選択必修，その他授業科目から

○ マクロ経済学Ⅰ 2 経 　　　　２単位以上選択必修，合計２０単位以上修得すること。

基礎統計学 2 経

証券市場論 2 経 注２）　「公民」　必修科目６単位，●から１０単位選択必修，

財政学 2 経 　　　　●●から２単位選択必修，●●●から２単位選択必修，

地方財政論 2 経 　　　　合計２０単位以上修得すること。

比較地域経済論 2 経

消費生活経済論 2 経

経営学概論 2 経

生産システム論 2 経

コーポレートファイナンス 2 経

簿記会計論 2 経

財務会計論 2 経

情報科学概論 2 経

マーケティング論 2 経

世界経済論 2 経

国際政治経済論 2 経

国際金融論 2 経

●● 哲学概論Ａ 2 人

●● 哲学概論Ｂ 2 人

「社会学、経
済学」

中 学 校 教 諭 一 種 免 許 高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許

「法律学(国際法を含

む。)、政治学(国際政

治を含む。)」

「哲学、倫理
学、宗教学」

日本史及び外
国史

社

会

地理学（地誌
を含む。）

●
１
科
目

２
単
位

選
択
必
修

政治学

●
●
１
科
目
２
単
位

選
択
必
修

●
５
科
目

１０
単
位
選
択
必
修

●
●
１
科
目
２
単
位
選
択
必

「社会学、経
済学(国際経
済を含
む。)」

「哲学、倫理学、
宗教学、心理学」

●
●
●
１
科
目

２
単
位

選
択
必
修

公

民

経2○
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国際学類　中学「国語」，「英語」

免許
教科

科目区分 授業科目 単位
開講
学類

備考
免許
教科

科目区分 授業科目 単位
開講
学類

備考

○ 日本語学概論Ａ１ 1 国 ○ 米英言語思想論 2 国

○ 日本語学概論Ａ２ 1 国 アカデミック・ライティングＡ１ 1 国

○ 日本語学概論Ｂ１ 1 国 アカデミック・ライティングＡ２ 1 国

○ 日本語学概論Ｂ２ 1 国 アカデミック・ライティングＢ１ 1 国

日本語の語彙・意味１ 1 国 アカデミック・ライティングＢ２ 1 国

日本語の語彙・意味２ 1 国 アカデミック・ライティングＣ１ 1 国

社会言語学１ 1 国 アカデミック・ライティングＣ２ 1 国

社会言語学２ 1 国 アカデミック・ライティングＤ１ 1 国

音声学１ 1 国 アカデミック・ライティングＤ２ 1 国

音声学２ 1 国 アメリカ地域文化論１Ｅ 1 国

日本語教育学基礎１ 1 国 アメリカ地域文化論２Ｅ 1 国

日本語教育学基礎２ 1 国 ○ 英語圏文化論１Ｅ 1 国

日本語教科書研究１ 1 国 ○ 英語圏文化論２Ｅ 1 国

日本語教科書研究２ 1 国 国際英語コミュニケーションＡ１ 1 国

日本語教育とコンピュータ１ 1 国 国際英語コミュニケーションＡ２ 1 国

日本語教育とコンピュータ２ 1 国 国際英語コミュニケーションＢ１ 1 国

日本語教育評価法 2 国 国際英語コミュニケーションＢ２ 1 国

日本語教育史１ 1 国 国際英語コミュニケーションＣ１ 1 国

日本語教育史２ 1 国 国際英語コミュニケーションＣ２ 1 国

日本語の文字・表記１ 1 国 国際英語コミュニケーションＤ１ 1 国

日本語の文字・表記２ 1 国 国際英語コミュニケーションＤ２ 1 国

日本語史Ａ 2 国 英語グローバルトピックＡ１ 1 国

日本語史Ｂ１ 1 国 英語グローバルトピックＡ２ 1 国

日本語史Ｂ２ 1 国 英語グローバルトピックＢ１ 1 国

日本語文法Ａ１ 1 国 英語グローバルトピックＢ２ 1 国

日本語文法Ａ２ 1 国 英語グローバルトピックＣ１ 1 国

日本語文法Ｂ１ 1 国 英語グローバルトピックＣ２ 1 国

日本語文法Ｂ２ 1 国 英語グローバルトピックＤ１ 1 国

第二言語習得論１ 1 国 英語グローバルトピックＤ２ 1 国

第二言語習得論２ 1 国 米英メディア文化論１Ｅ 1 国

言語学概論１ 2 国 米英メディア文化論２Ｅ 1 国

対照言語学 2 国 北米文化論 2 国

認知言語学 2 国 イギリス地域文化論１Ｅ 1 国

○ 日本の文学 2 国 イギリス地域文化論２Ｅ 1 国

● 日本の近代文学 2 国 ○ 米英環境思想論１Ｅ 1 国

● 日本の現代文学 2 国 ○ 米英環境思想論２Ｅ 1 国

ゼミ／漢文史料読解Ａ 2 共

ゼミ／漢文史料読解Ｂ 2 共

現代中国文化論１ 1 国

現代中国文化論２ 1 国

● 漢文学概説 2 人

● 漢文学史Ａ 2 人
書道（書写を中心
とする。） ○ 書写書道基礎 2 学

○印の科目は，必修を表します。

注１）「国語」　必修科目８単位，●から４単位以上選択必修，

　　その他授業科目から８単位以上選択必修，合計２０単位以上

　　修得すること。

注２）「英語」　必修科目６単位，●から２単位以上選択必修，

　　その他授業科目から１２単位以上選択必修，合計２０単位以上

　　修得すること。

英語コミュニ
ケーション

英米文学

異文化理解

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

英語学

中　学　校　教　諭　一　種　免　許

●Ａ～Ｄ
の組み合
わせで２
科目２単
位選択必
修

国語学（音声
言語及び文章
表現に関する
ものを含
む。）

国文学（国文
学史を含
む。）

●１科目
２単位
選択必修

国

語

英

語

●１科目
２単位
選択必修

漢文学
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国際学類　高校「国語」，「英語」

免許
教科

科目区分 授業科目 単位
開講
学類

備考
免許
教科

科目区分 授業科目 単位
開講
学類

備考

○ 日本語学概論Ａ１ 1 国 ○ 米英言語思想論 2 国

○ 日本語学概論Ａ２ 1 国 アカデミック・ライティングＡ１ 1 国

○ 日本語学概論Ｂ１ 1 国 アカデミック・ライティングＡ２ 1 国

○ 日本語学概論Ｂ２ 1 国 アカデミック・ライティングＢ１ 1 国

日本語の語彙・意味１ 1 国 アカデミック・ライティングＢ２ 1 国

日本語の語彙・意味２ 1 国 アカデミック・ライティングＣ１ 1 国

社会言語学１ 1 国 アカデミック・ライティングＣ２ 1 国

社会言語学２ 1 国 アカデミック・ライティングＤ１ 1 国

音声学１ 1 国 アカデミック・ライティングＤ２ 1 国

音声学２ 1 国 アメリカ地域文化論１Ｅ 1 国

日本語教育学基礎１ 1 国 アメリカ地域文化論２Ｅ 1 国

日本語教育学基礎２ 1 国 ○ 英語圏文化論１Ｅ 1 国

日本語教科書研究１ 1 国 ○ 英語圏文化論２Ｅ 1 国

日本語教科書研究２ 1 国 国際英語コミュニケーションＡ１ 1 国

日本語教育とコンピュータ１ 1 国 国際英語コミュニケーションＡ２ 1 国

日本語教育とコンピュータ２ 1 国 国際英語コミュニケーションＢ１ 1 国

日本語教育評価法 2 国 国際英語コミュニケーションＢ２ 1 国

日本語教育史１ 1 国 国際英語コミュニケーションＣ１ 1 国

日本語教育史２ 1 国 国際英語コミュニケーションＣ２ 1 国

日本語の文字・表記１ 1 国 国際英語コミュニケーションＤ１ 1 国

日本語の文字・表記２ 1 国 国際英語コミュニケーションＤ２ 1 国

日本語史Ａ 2 国 英語グローバルトピックＡ１ 1 国

日本語史Ｂ１ 1 国 英語グローバルトピックＡ２ 1 国

日本語史Ｂ２ 1 国 英語グローバルトピックＢ１ 1 国

日本語文法Ａ１ 1 国 英語グローバルトピックＢ２ 1 国

日本語文法Ａ２ 1 国 英語グローバルトピックＣ１ 1 国

日本語文法Ｂ１ 1 国 英語グローバルトピックＣ２ 1 国

日本語文法Ｂ２ 1 国 英語グローバルトピックＤ１ 1 国

第二言語習得論１ 1 国 英語グローバルトピックＤ２ 1 国

第二言語習得論２ 1 国 米英メディア文化論１Ｅ 1 国

言語学概論１ 2 国 米英メディア文化論２Ｅ 1 国

対照言語学 2 国 北米文化論 2 国

認知言語学 2 国 イギリス地域文化論１Ｅ 1 国

○ 日本の文学 2 国 イギリス地域文化論２Ｅ 1 国

● 日本の近代文学 2 国 ○ 米英環境思想論１Ｅ 1 国

● 日本の現代文学 2 国 ○ 米英環境思想論２Ｅ 1 国

ゼミ／漢文史料読解Ａ 2 共

ゼミ／漢文史料読解Ｂ 2 共

現代中国文化論１ 1 国

現代中国文化論２ 1 国

● 漢文学概説 2 人

● 漢文学史Ａ 2 人

○印の科目は，必修を表します。

注１）「国語」　必修科目６単位，●から４単位以上選択必修，

　　その他授業科目から１０単位以上選択必修，合計２０単位以上

　　修得すること。

注２）「英語」　必修科目６単位，●から２単位以上選択必修，

　　その他授業科目から１２単位以上選択必修，合計２０単位以上

　　修得すること。

英語学

高　等　学　校　教　諭　一　種　免　許

国文学（国文
学史を含
む。）

●１科目
２単位
選択必修

国語学（音声
言語及び文章
表現に関する
ものを含
む。）

国

語

漢文学

英

語

英米文学

●１科目
２単位
選択必修

異文化理解

英語コミュニ
ケーション

Ａ
●Ａ～Ｄ
の組み合
わせで２
科目２単
位選択必
修

Ｂ

Ｃ

Ｄ
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国際学類　中学「社会」

免許
教科

科目区分 授業科目 単位
開講
学類

備考
免許
教科

科目区分 授業科目 単位
開講
学類

備考

○ 日本史要説 2 国 韓国･北朝鮮研究１ 1 国

日本史概説１ 1 国 韓国･北朝鮮研究２ 1 国

日本史概説２ 1 国 国際金融論 2 国

○ 西洋近･現代史概説１ 1 国 国際政治経済論 2 国

○ 西洋近･現代史概説２ 1 国 現代中国論Ａ１ 1 国

○ 東洋史要説 2 国 現代中国論Ａ２ 1 国

東アジア史概説Ａ１ 1 国 現代中国論Ｂ１ 1 国

東アジア史概説Ａ２ 1 国 現代中国論Ｂ２ 1 国

東アジア史概説Ｂ１ 1 国 現代中国論１Ｅ 1 国

東アジア史概説Ｂ２ 1 国 現代中国論２Ｅ 1 国

東アジア国際交流史１ 1 国 東南アジア研究 1 国

東アジア国際交流史２ 1 国 ○ 社会学 2 国

国際政治史１ 1 国 ○ 日本の思想と宗教１ 1 国

国際政治史２ 1 国 ○ 日本の思想と宗教２ 1 国

国際政治史(西洋)１Ｅ 1 国 ヨーロッパの宗教１ 1 国

国際政治史(西洋)２Ｅ 1 国 ヨーロッパの宗教２ 1 国

アジア経済史Ａ１ 1 国 仏教文化論 1 国

アジア経済史Ａ２ 1 国 ● 哲学概論Ａ 2 人

アジア経済史Ｂ１ 1 国 ● 哲学概論Ｂ 2 人

アジア経済史Ｂ２ 1 国

ヨーロッパ歴史特論Ｂ１ 1 国

ヨーロッパ歴史特論Ｂ２ 1 国 　○印の科目は，必修を表します。

● 地理学概論Ａ 2 人

● 地理学概論Ｂ 2 人 　注１）必修科目１４単位，●から４単位選択必修，●●から２単位

●●世界地誌Ａ 2 国 　　　選択必修，合計２０単位以上修得すること。

●●世界地誌Ｂ 2 国

自然地理学概説Ａ 2 人

自然地理学概説Ｂ 2 人

○ 国際関係論１ 1 国

○ 国際関係論２ 1 国

国際社会研究演習Ａ１ 1 国

国際社会研究演習Ａ２ 1 国

国際社会研究演習Ｂ１ 1 国

国際社会研究演習Ｂ２ 1 国

○ 政治学 2 国

比較政治学１Ｅ 1 国

比較政治学２Ｅ 1 国

米英政治･外交論１Ｅ 1 国

米英政治･外交論２Ｅ 1 国

米英政治･外交論１ 1 国

米英政治･外交論２ 1 国

国際コミュニケーション論 2 国

日本政治･外交論１Ｅ 1 国

日本政治･外交論２Ｅ 1 国

中　学　校　教　諭　一　種　免　許

地理学（地誌
を含む。）

●，●●
からそれ
ぞれ１科
目２単位
選択必修

「法律学，政
治学」

日本史及び外
国史

社

会

「哲学，倫理
学，宗教学」

「社会学，経
済学」

●１科目
２単位
選択必修

社

会
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国際学類　高校「地理歴史」「公民」

免許
教科

科目区分 授業科目 単位
開講
学類

備考
免許
教科

科目区分 授業科目 単位
開講
学類

備考

○ 日本史要説 2 国 ○ 国際関係論１ 1 国

日本史概説１ 1 国 ○ 国際関係論２ 1 国

日本史概説２ 1 国 国際社会研究演習Ａ１ 1 国

○ 西洋近･現代史概説１ 1 国 国際社会研究演習Ａ２ 1 国

○ 西洋近･現代史概説２ 1 国 国際社会研究演習Ｂ１ 1 国

○ 東洋史要説 2 国 国際社会研究演習Ｂ２ 1 国

東アジア史概説Ａ１ 1 国 ○ 政治学 2 国

東アジア史概説Ａ２ 1 国 比較政治学１Ｅ 1 国

東アジア史概説Ｂ１ 1 国 比較政治学２Ｅ 1 国

東アジア史概説Ｂ２ 1 国 米英政治･外交論１Ｅ 1 国

東アジア国際交流史１ 1 国 米英政治･外交論２Ｅ 1 国

東アジア国際交流史２ 1 国 米英政治･外交論１ 1 国

国際政治史１ 1 国 米英政治･外交論２ 1 国

国際政治史２ 1 国 国際コミュニケーション論 2 国

国際政治史(西洋)１Ｅ 1 国 日本政治･外交論１Ｅ 1 国

国際政治史(西洋)２Ｅ 1 国 日本政治･外交論２Ｅ 1 国

アジア経済史Ａ１ 1 国 韓国･北朝鮮研究１ 1 国

アジア経済史Ａ２ 1 国 韓国･北朝鮮研究２ 1 国

アジア経済史Ｂ１ 1 国 国際金融論 2 国

アジア経済史Ｂ２ 1 国 国際政治経済論 2 国

ヨーロッパ歴史特論Ｂ１ 1 国 現代中国論Ａ１ 1 国

ヨーロッパ歴史特論Ｂ２ 1 国 現代中国論Ａ２ 1 国

● 地理学概論Ａ 2 人 現代中国論Ｂ１ 1 国

● 地理学概論Ｂ 2 人 現代中国論Ｂ２ 1 国

自然地理学概説Ａ 2 人 現代中国論１Ｅ 1 国

自然地理学概説Ｂ 2 人 現代中国論２Ｅ 1 国

● 世界地誌Ａ 2 国 東南アジア研究 1 国

● 世界地誌Ｂ 2 国 ○ 社会学 2 国

○ 日本の思想と宗教１ 1 国

○ 日本の思想と宗教２ 1 国

　○印の科目は，必修を表します。 ヨーロッパの宗教１ 1 国

ヨーロッパの宗教２ 1 国

　注１）「地理歴史」　必修科目６単位，●から４単位選択必修， 仏教文化論 1 国

　　　その他授業科目から１０単位以上選択必修，合計２０単位 ● 哲学概論Ａ 2 人

　　　以上修得すること。 ● 哲学概論Ｂ 2 人

　注２）「公民」　必修科目１０単位，●から２単位選択必修，

　　　その他授業科目から８単位以上選択必修，合計２０単位

　　　以上修得すること。

高　等　学　校　教　諭　一　種　免　許

人文地理学及
び自然地理学

地誌

外国史

日本史

地
　
　
　
　
理
　
　
　
　
歴
　
　
　
　
史

「社会学，経
済学(国際経
済学を含
む。)」

「哲学，倫理
学，宗教学，
心理学」

●１科目
２単位
選択必修

公
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民

●１科目
２単位
選択必修

●１科目
２単位
選択必修

「法律学(国
際法を含
む。)，政治
学(国際政治
を含む。)」

 
 

20



人間社会学域（学校教育学類・地域創造学類を除く） 

中学（社会）・高校（地理歴史）・高校（公民）の免許取得を目指す学生 
社会系の教科指導法は以下のパターンで修得できます。 

 

中学（社会）の免許のみ取得予定の学生 
 

パターン１  

「社会科・地理歴史科教育法 A」，「社会科・公民科教育法 B」２科目４単位を修得 

パターン２  

「社会科・地理歴史科教育法 B」，「社会科・公民科教育法 A」２科目４単位を修得 
 

パターン３ 

「中等社会科教育法 A」，「中等社会科教育法 B」２科目４単位を修得 

パターン４ 

「中等社会科教育法 A」，「社会科・地理歴史科教育法 B」または「社会科・公民科教育法Ｂ」 

２科目４単位を修得 

パターン５ 

「中等社会科教育法 B」，「社会科・地理歴史科教育法 A」または「社会科・公民科教育法 A」 

２科目４単位を修得 

＊「中等社会科教育法」は，中学校免許にしか使えない。 

＊中学校の免許を取得する場合，必ず A と Bを含まなければならない。 

 
 

「中学校（社会）高等学校（地理歴史）」または 
「中学校（社会）高等学校（公民）」または 
「中学校（社会）高等学校（地理歴史）（公民）」を取得予定の学生 
パターン１ 

「社会科・地理歴史科教育法 A」，「社会科・公民科教育法 B」２科目４単位を修得 

パターン２ 

「社会科・地理歴史科教育法 B」，「社会科・公民科教育法 A」２科目４単位を修得 

＊中学校の免許を取得する場合，必ず A と Bを含まなければならない。 
 
 
高等学校（地理歴史）の免許のみを取得予定の学生 
パターン１ 

「社会科・地理歴史科教育法 A」１科目２単位を修得 

パターン２ 

「社会科・地理歴史科教育法 B」１科目２単位を修得 
 
 

高等学校（公民）の免許のみを取得予定の学生 
パターン１ 

「社会科・公民科教育法 A」１科目２単位を修得 

パターン２ 

「社会科・公民科教育法 B」１科目２単位を修得 

  

推
奨 

 
 

21



中
学

・
高

校
用

所
属

学
域

・
学

類
：

学
籍

番
号

：
氏

名
：

◆
教

職
に

関
す

る
科

目

科
目

各
科

目
に

含
め

る
必

要
事

項

・
教

育
の

理
念

並
び

に
教

育
に

関
す

る
歴

史
及

び
思
想

次
の
ペ
ー
ジ
に
続
く

人
間

社
会

学
域

（
学

校
教

育
学

類
・
地

域
創

造
学

類
を

除
く
）

教
職
の
意
義
等
に
関

す
る
科
目

・
教

職
の

意
義

及
び

教
員

の
役

割
・
教

員
の

職
務

内
容

（
研

修
、

服
務

及
び

身
分

保
障
等

を
含

む
。

）
・
進

路
選

択
に

資
す

る
各

種
の

機
会

の
提

供
等

教
育
の
基
礎
理
論
に

関
す
る
科
目

・
幼

児
、

児
童

及
び

生
徒

の
心

身
の

発
達

及
び

学
習
の

過
程

（
障

害
の

あ
る

幼
児

、
児

童
及

び
生

徒
の

心
身
の

発
達

及
び

学
習

の
過

程
を

含
む

。
）

・
教

育
に

関
す

る
社

会
的

、
制

度
的

又
は

経
営

的
事
項

金
沢

大
学
教
育
課
程
　
履
修
カ
ル
テ
①
　
＜
教
職
関
連
科
目
の
履
修

状
況
＞

取
得

を
希

望
す

る
免

許
状

（
校

種
・
教

科
）
：
　

免
許

法
施

行
規

則
に

定
め

る
科
目
区
分
等

授
業
科
目
名

単
位

修
得
年
度

成
績
評
価

学
ん

だ
こ

と

1
 /

 3
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◆
教

職
に

関
す

る
科

目

科
目

各
科

目
に

含
め

る
必

要
事

項

・
教

育
課

程
の

意
義

及
び

編
成

の
方

法

・
道

徳
の

指
導

法
（
中

免
の

み
必

修
）

・
特

別
活

動
の

指
導

法

・
生

徒
指

導
の

理
論

及
び

方
法

・
進

路
指

導
の

理
論

及
び

方
法

・
教

育
相

談
（

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
に

関
す

る
基

礎
的
な

知
識

を
含

む
。

）
の

理
論

及
び

方
法

◆
介

護
等

体
験

・
そ

の
他

教
職

に
関

す
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

経
験

等
の

状
況

介
護

等
体

験

そ
の

他
教

職
に

関
す

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
経

験
等

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
名
称
：

次
の
ペ
ー
ジ
に
続
く

修
得
年
度

成
績
評
価

期
間

学
ん
だ
こ
と

学
ん

だ
こ

と
免

許
法

施
行

規
則

に
定

め
る
科
目
区
分
等

授
業
科
目
名

単
位

生
徒
指
導
、
教
育
相

談
及
び
進
路
指
導
等

に
関
す
る
科
目

教
職
実
践
演
習

教
育
実
習

　
合
計
単
位
数
：

介
護

等
体

験
等

体
験
先
等

教
育
課
程
及
び
指
導

法
に
関
す
る
科
目

・
各
教

科
の

指
導

法

・
教
育

の
方

法
及

び
技

術
（
情
報

機
器

及
び

教
材

の
活

用
を

含
む

。
）

2
 /

 3
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◆
教

科
に

関
す

る
科

目

◆
文

部
科

学
省

令
で

定
め

る
科

目
（
教

育
職

員
免

許
法

施
行

規
則

第
６

６
条

の
６

）

注
１

．
 本

履
修

カ
ル

テ
は

，
４

年
次

後
期

に
開

講
さ

れ
る

「
教

職
実

践
演

習
（
中

・
高

）
」
等

の
教

職
指

導
に

お
い

て
使

用
さ

れ
ま

す
。

　
 ２

．
 ４

年
次

前
期

（
所

属
す

る
学

類
の

指
定

す
る

日
ま

で
）
に

所
属

学
類

の
教

務
担

当
係

に
提

出
し

て
く
だ

さ
い

。

　
 ３

．
本

履
修

カ
ル

テ
は

自
己

責
任

の
も

と
、

履
修

登
録

と
相

違
の

な
い

よ
う

に
正

確
に

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

　
 ４

．
未

履
修

科
目

は
、

予
定

で
科

目
名

及
び

修
得

年
度

を
記

入
し

て
く
だ

さ
い

。

成
績
評
価

情
報

機
器
の
操
作
に
関
す
る
科
目

　
合
計
単
位
数
：

文
部
科
学
省
令
の
科
目

授
業
科
目
名

単
位

修
得
年
度

修
得
年
度

成
績
評
価

学
ん

だ
こ

と
免

許
法

施
行

規
則

に
定

め
る

科
目

区
分

授
業

科
目

名

日
本
国
憲
法

体
育

外
国

語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
ん

だ
こ

と

単
位

3
 /

 3
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所
属

学
域

・
学

類
：

学
籍

番
号

：
氏

名
：

取
得

を
希

望
す

る
免

許
状

（
校

種
・
教

科
）
：
　

項
目

項
目

H
1
8
答

申
と

の
対

応
２

年
次

３
年

次
４

年
次

教
職

の
意

義
使

命
感

や
責

任
感

、
教

育
的

愛
情

1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5

教
育

の
理

念
・
教

育
史

・
思

想
の

理
解

使
命

感
や

責
任

感
、

教
育

的
愛

情
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5

学
校

教
育

の
社

会
的

・
制

度
的

・
経

営
的

理
解

使
命

感
や

責
任

感
、

教
育

的
愛

情
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5

心
理

・
発

達
論

的
な

子
ど

も
理

解
生

徒
理

解
や

学
級

経
営

1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5

学
習

集
団

の
形

成
生

徒
理

解
や

学
級

経
営

1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5

子
ど

も
の

状
況

に
応

じ
た

対
応

生
徒

理
解

や
学

級
経

営
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5

他
者

意
見

の
受

容
社

会
性

や
対

人
関

係
能

力
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5

保
護

者
・
地

域
と

の
連

携
協

力
社

会
性

や
対

人
関

係
能

力
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5

共
同

授
業

実
施

社
会

性
や

対
人

関
係

能
力

1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5

他
者

と
の

連
携

・
協

力
社

会
性

や
対

人
関

係
能

力
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5

役
割

遂
行

社
会

性
や

対
人

関
係

能
力

1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5

発
達

段
階

に
対

応
し

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

社
会

性
や

対
人

関
係

能
力

1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5

子
ど

も
に

対
す

る
態

度
生

徒
理

解
や

学
級

経
営

1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5

公
平

・
受

容
的

態
度

生
徒

理
解

や
学

級
経

営
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5

社
会

人
と

し
て

の
基

本
社

会
性

や
対

人
関

係
能

力
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5

次
の

ペ
ー

ジ
に

続
く

金
沢

大
学

教
職

課
程

　
履

修
カ

ル
テ

②
　

＜
自

己
評

価
シ

ー
ト

＞

（
１

）
 必

要
な

資
質

能
力

に
つ

い
て

の
自

己
評

価

必
要

な
資

質
能

力
の

指
標

自
己

評
価

指
標

人
間

社
会

学
域

（
学

校
教

育
学

類
・
地

域
創

造
学

類
を

除
く
）

学
校

教
育

に
つ

い
て

の
理

解

教
職

の
意

義
や

教
員

の
役

割
、

職
務

内
容

、
子

ど
も

に
対

す
る

責
務

を
理

解
し

て
い

ま
す

か
。

教
育
の
理
念
、
教
育
に
関
す
る
歴
史
・
思
想
に
つ
い
て
の
基
礎
理
論
・
知
識
を
習
得
し
て
い

ま
す
か
。

学
校
教
育
の
社
会
的
・
制
度
的
・
経
営
的
理
解
に
必
要
な
基
礎
理
論
・
知
識
を
習
得
し
て
い

ま
す
か
。

子
ど

も
に

つ
い

て
の

理
解

子
ど
も
理
解
の
た
め
に
必
要
な
心
理
・
発
達
論
的
基
礎
知
識
を
習
得
し
て
い
ま
す
か
。

学
習
集
団
形
成
に
必
要
な
基
礎
理
論
・
知
識
を
習
得
し
て
い
ま
す
か
。

い
じ

め
、

不
登

校
、

特
別

支
援

教
育

な
ど

に
つ

い
て

、
個

々
の

子
ど

も
の

特
性

や
状

況
に

応
じ

た
対

応
の

方
法

を
理

解
し

て
い

ま
す

か
。

他
者

と
の

協
力

他
者

の
意

見
や

ア
ド

バ
イ

ス
に

耳
を

傾
け

、
理

解
や

協
力

を
得

て
課

題
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
ま

す
か

。

保
護

者
や

地
域

と
の

連
携

・
協

力
の

重
要

性
を

理
解

し
て

い
ま

す
か

。

他
者

と
共

同
し

て
授

業
を

企
画

・
運

営
・
展

開
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

か
。

集
団

に
お

い
て

、
他

者
と

協
力

し
て

課
題

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

ま
す

か
。

集
団

に
お

い
て

、
率

先
し

て
自

ら
の

役
割

を
見

つ
け

た
り

、
与

え
ら

れ
た

役
割

を
き

ち
ん

と
こ

な
す

こ
と

が
で

き
ま

す
か

。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

子
ど

も
た

ち
の

発
達

段
階

を
考

慮
し

て
、

適
切

に
接

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
か

。

気
軽

に
子

ど
も

と
顔

を
合

わ
せ

た
り

、
相

談
に

乗
っ

た
り

す
る

な
ど

、
親

し
み

を
持

っ
た

態
度

で
接

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
か

。

子
ど

も
の

声
を

真
摯

に
受

け
止

め
、

公
平

で
受

容
的

な
態

度
で

接
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

か
。

挨
拶

、
言

葉
遣

い
、

服
装

、
他

の
人

へ
の

接
し

方
な

ど
、

社
会

人
と

し
て

の
基

本
的

な
事

項
が

身
に

つ
い

て
い

ま
す

か
。

1
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項
目

項
目

H
1
8
答

申
と

の
対

応
２

年
次

３
年

次
４

年
次

必
要

な
資

質
能

力
の

指
標

自
己

評
価

指
標

教
科

教
科

の
指

導
力

1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5

教
科

書
・
学

習
指

導
要

領
教

科
の

指
導

力
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5

教
育

課
程

の
構

成
に

関
す

る
基

礎
理

論
・
知

識
教

科
の

指
導

力
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5

道
徳

教
育

・
特

別
活

動
教

科
の

指
導

力
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5

総
合

的
な

学
習

の
時

間
教

科
の

指
導

力
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5

情
報

機
器

の
活

用
教

科
の

指
導

力
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5

学
習

指
導

法
教

科
の

指
導

力
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5

教
材

分
析

能
力

教
科

の
指

導
力

1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5

授
業

構
想

力
教

科
の

指
導

力
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5

教
材

開
発

力
教

科
の

指
導

力
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5

授
業

展
開

力
教

科
の

指
導

力
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5

表
現

技
術

教
科

の
指

導
力

1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5

学
級

経
営

力
生

徒
理

解
や

学
級

経
営

1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5

課
題

認
識

と
探

求
心

生
徒

理
解

や
学

級
経

営
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5

教
育

時
事

問
題

使
命

感
や

責
任

感
、

教
育

的
愛

情
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5
1
・

2
・

3
・

4
・

5

教
科

・
教

育
課

程
に

関
す

る
基

礎
知

識
・

技
能

こ
れ

ま
で

履
修

し
た

教
科

教
育

分
野

の
科

目
の

内
容

に
つ

い
て

理
解

し
て

い
ま

す
か

。

教
科

書
や

中
学

校
学

習
指

導
要

領
の

内
容

を
理

解
し

て
い

ま
す

か
。

教
育
課
程
の
編
成
に
関
す
る
基
礎
理
論
・
知
識
を
習
得
し
て
い
ま
す
か
。

道
徳
教
育
・
特
別
活
動
の
指
導
法
や
内
容
に
関
す
る
基
礎
理
論
・
知
識
を
習
得
し
て
い
ま
す

か
。

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
指
導
法
や
内
容
に
関
す
る
基
礎
理
論
・
知
識
を
習
得
し
て
い

ま
す
か
。

情
報
教
育
機
器
の
活
用
に
係
る
基
礎
理
論
・
知
識
を
習
得
し
て
い
ま
す
か
。

学
習
指
導
法
に
係
る
基
礎
理
論
・
知
識
を
習
得
し
て
い
ま
す
か
。

教
育

実
践

教
材

を
分

析
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

か
。

教
材

研
究

を
生

か
し

た
授

業
を

構
想

し
、

子
ど

も
の

反
応

を
想

定
し

た
指

導
案

と
し

て
ま

と
め

る
こ

と
が

で
き

ま
す

か
。

教
科

書
に

あ
る

題
材

や
単

元
等

に
応

じ
た

教
材

・
資

料
を

開
発

・
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

か
。

子
ど

も
の

反
応

を
生

か
し

、
皆

で
協

力
し

な
が

ら
授

業
を

展
開

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
か

。

板
書

や
発

問
、

的
確

な
話

し
方

な
ど

授
業

を
行

う
上

で
の

基
本

的
な

表
現

の
技

術
を

身
に

付
け

て
い

ま
す

か
。

学
級

経
営

案
を

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
か

。

課
題

探
求

自
己

の
課

題
を

認
識

し
、

そ
の

解
決

に
む

け
て

、
学

び
続

け
る

姿
勢

を
持

っ
て

い
ま

す
か

。

い
じ

め
、

不
登

校
、

特
別

支
援

教
育

な
ど

の
学

校
教

育
に

関
す

る
新

た
な

課
題

に
関

心
を

持
ち

、
自

分
な

り
に

意
見

を
持

つ
こ

と
が

で
き

て
い

ま
す

か
。

　
（
　

1
　

で
き

て
い

な
い

，
　

2
　

や
や

で
き

て
い

な
い

，
　

3
　

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
，

　
4
　

や
や

で
き

て
い

る
，

　
5
　

で
き

て
い

る
　

）

（
２

）
 教

職
を

目
指

す
上

で
課

題
と

考
え

て
い

る
こ

と

2
 /

 2
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